
URL／ http://hibari.nankyudai.ac.jp/dosokai/     e-mail ／ dosokai@nankyudai.ac.jp    TEL・FAX／ 0986-46-1087 

同窓会通信（1）平成 25 年 10 月１日〔1th.October 2013〕

ご
挨
拶

南
九
州
大
学
同
窓
会
会
長  

加
藤　

研
悟

　

梅
雨
明
け
と
と
も
に
日
本
列
島
は
酷
暑
に
さ

ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
九
月
に
入
る
と
、
朝
夕
の

心
地
よ
い
風
に
秋
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
同
窓
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
在
学

生
の
保
護
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
日
頃
よ
り
同
窓
会
活
動
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
昨
年
度
よ
り
準
備
に
か
か
っ

て
い
ま
し
た
同
窓
会
会
員
名
簿
を
計
画
通
り
に

発
刊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告

申
し
上
げ
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
予
定
通
り
に
発
刊
が
で
き
た

こ
と
を
衷
心
よ
り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

の
名
簿
が
会
員
の
皆
様
の
「
心
の
糧
」
と
し
て

恩
師
へ
の
感
謝
、
先
輩
後
輩
の
融
和
と
親
睦
、

同
輩
と
の
友
情
を
深
め
、
さ
ら
に
母
校
愛
へ
の

高
揚
と
同
窓
会
の
発
展
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
南
九
州
大
学
が
創
立
さ
れ
て
四
十
六

年
目
を
迎
え
、
会
員
と
準
会
員
で
あ
る
学
生
を

合
わ
せ
ま
す
と
一
万
一
千
人
を
超
え
る
大
学
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
に
、
高
鍋
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
園
芸
学
部
だ
け
の
単
科
大
学
か
ら
、
着
実

に
発
展
を
遂
げ
て
、
現
在
は
宮
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

と
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
三
学
部
四
学
科
と
大
学

院
を
擁
す
る
宮
崎
県
を
代
表
す
る
私
立
大
学
へ

と
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
大
学
を
取
り
巻
く
環
境
は
日
々
厳

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
原
因

の
一
つ
は
少
子
化
に
よ
る
十
八
歳
人
口
の
減
少

で
あ
り
、
平
成
四
年
に
二
〇
五
万
人
い
た
十
八

歳
人
口
は
、
平
成
二
十
四
年
に
は
一
一
九
万
人

へ
と
約
40
％
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

原
因
の
二
つ
目
は
大
学
設
置
基
準
の
緩
和
に

よ
る
大
学
数
の
増
加
で
あ
り
、
平
成
四
年
に

は
五
二
三
校
し
か
な
か
っ
た
大
学
が
、
平
成

二
十
四
年
に
は
七
八
三
校
へ
と
一
・
五
倍
も
増

え
て
い
ま
す
。

　

南
九
州
大
学
の
今
年
度
の
入
学
者
数
は
、
募

集
人
員
三
一
〇
名
に
対
し
て
、
三
一
九
人
と
久

し
ぶ
り
に
定
員
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

好
結
果
の
原
因
は
、
今
年
度
の
十
八
歳
人
口

が
前
年
度
よ
り
約
4
万
人
増
え
て
い
た
影
響
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
来
年
度
は
逆
に
、
十
八
歳
人
口
が
5
万

人
も
減
る
な
ど
、
私
大
経
営
に
と
っ
て
厳
し
い

状
況
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
南
九
州

大
学
で
は
時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
将
来
を
見

据
え
た
改
革
が
着
実
に
実
践
さ
れ
て
き
た
と
思

い
ま
す
が
、
な
お
一
層
の
努
力
を
是
非
と
も
お

願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
大
学
が
厳
し
い
環
境
を
生
き
抜
く
た

め
に
は
、
教
育
・
研
究
事
業
の
質
を
高
め
て
い

く
と
同
時
に
、
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
、
高
鍋

キ
ャ
ン
パ
ス
の
有
効
活
用
策
を
是
非
と
も
早
急

に
立
て
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
取
り
巻
く
状
況
を
皆
様
方
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
そ
し
て
、
我
々
卒
業
生
が
大
学
や

後
輩
た
ち
の
た
め
に
何
か
支
援
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

特
色
あ
る
大
学
づ
く
り
に
必
要
な
こ
と
は
、

大
学
と
卒
業
生
と
が
常
に
連
携
し
て
い
る
こ
と

が
絶
対
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

南
九
州
大
学
の
学
生
の
特
徴
は
、
全
国
津
々

浦
々
か
ら
入
学
し
て
い
る
こ
と
と
、
卒
業
生
が

全
国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
特
徴
を
う
ま
く

生
か
し
き
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
卒
業
生
同
士
が
連
携
を
図
る
こ

と
が
、
新
た
に
加
わ
る
会
員
の
歓
迎
に
繋
が
る

筈
で
す
。

　

そ
の
為
に
、
同
窓
会
会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
で
必
要

な
の
は
、
県
単
位
と
い
う
よ
り
市
町
村
単
位
で

の
構
築
、
小
回
り
の
効
く
連
絡
網
づ
く
り
こ
そ

が
、
一
番
無
理
の
な
い
方
法
だ
と
考
え
ま
す
。

市
町
村
単
位
で
の
活
発
な
活
動
こ
と
が
、
県
や

ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
の
強
化
に
繋
が
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

新
し
く
で
き
た
新
会
員
名
簿
を
十
分
に
活
用

し
て
頂
き
、
南
九
州
大
学
卒
業
生
同
士
の
融
和

と
親
睦
の
為
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
お
願

い
し
た
い
。
そ
こ
で
得
ら
れ
た
沢
山
の
情
報
を

大
学
や
後
輩
の
支
援
の
た
め
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
が
母
校
の
発
展
に
結
び
つ
く
筈
で
す
。
会

員
の
皆
様
方
の
ご
理
解
を
頂
き
、
各
市
町
村
単

位
で
の
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
こ
そ

が
、
同
窓
会
の
発
展
の
た
め
に
な
る
と
考
え
ま

す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご
協
力
を
是
非
と

も
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
挨
拶

南
九
州
大
学
長　

長
谷
川　

二
郎

例
年
に
な
い
猛
暑
と
突
然
の
豪
雨
に

悩
ま
さ
れ
た
今
年
の
夏
も
や
っ
と
峠
を

越
え
、
朝
夕
の
心
地
よ
い
風
に
秋
の
気

配
を
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
が
、

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
学
で
は
、
学
生
達
は
夏
休

み
に
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
静
か
な

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
学
生
達

の
中
に
は
、
集
中
講
義
や
各
種
講
習
の

受
講
な
ど
で
頑
張
っ
て
い
る
者
、
卒
論

の
研
究
活
動
や
サ
ー
ク
ル
活
動
に
汗
を

流
し
て
い
る
者
な
ど
も
お
り
、
我
々
教

職
員
も
そ
の
よ
う
な
学
生
達
が
安
心
し

て
キ
ャ
ン
パ
ス
で
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
そ
の
よ
う
な

本
学
の
運
営
に
つ
い
て
、
日
頃
よ
り
ご

理
解
を
い
た
だ
き
、
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。　

南
九
州
大
学
は
今
年
で
設
立
か
ら

四
十
六
年
に
な
り
、
今
や
、
宮
崎
キ
ャ

ン
パ
ス
と
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
３
学
部

４
学
科
を
擁
す
る
宮
崎
県
を
代
表
す
る

私
立
大
学
に
発
展
し
、
同
窓
生
の
数
も

１
万
人
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
、
同
窓
会
か
ら
は
同

窓
会
名
簿
の
改
訂
版
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
同
窓
生
の
皆
さ

ん
の
絆
が
さ
ら
に
深
く
な
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
そ

の
よ
う
な
同
窓
会
の
活
発
な
活
動
に
、

本
学
に
対
す
る
熱
い
思
い
と
将
来
へ
の

大
き
な
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
、
本
学
を
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
の
で
き
る
大
学
へ
さ
ら
に
高

め
て
い
か
な
け
れ
ば
と
、
思
い
を
新
た

に
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
存
知
の
よ
う
に
、現
在
、

本
学
の
よ
う
な
地
方
の
私
立
大
学
を
取

り
巻
く
社
会
情
勢
に
は
、
極
め
て
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
少
子

化
や
地
域
間
格
差
の
拡
大
な
ど
を
背
景

と
し
て
、
地
域
内
の
大
学
間
の
競
争
に

加
え
、
地
方
の
大
学
と
大
都
市
部
の
大

学
と
の
間
の
競
争
の
激
化
と
な
っ
て
も

現
れ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

状
況
に
対
応
す
る
た
め
に
、
本
学
は
そ

の
存
在
意
義
を
さ
ら
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

こ
と
が
で
き
る
大
学
に
す
る
た
め
の
改

革
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
、
地
方
の
大
学
と
し
て

地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
、
地
域
の
発

展
に
貢
献
す
る
大
学
と
し
て
評
価
さ
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。
管
理
栄
養

学
科
と
都
城
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
設
し
た

人
間
発
達
学
部
は
そ
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
く
学
部
・
学
科
と
考
え
て
お

り
ま
す
が
、
両
学
科
と
も
地
道
な
地
域

貢
献
活
動
に
よ
っ
て
、
本
学
の
地
域
に

貢
献
す
る
大
学
と
し
て
の
評
価
を
高
め

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
か
つ
て
の
食
品

工
学
科
を
改
組
し
て
作
ら
れ
た
食
品
開

発
科
学
科
も
地
域
の
食
品
業
界
と
の
連

携
を
深
め
、
地
域
の
食
品
産
業
の
発
展

を
担
っ
て
い
く
人
材
を
養
成
す
る
大
学

と
し
て
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

本
学
の
歴
史
と
と
も
に
歩
み
、
本

学
の
中
核
を
な
す
環
境
園
芸
学
部
は
、

全
国
の
農
学
系
の
大
学
と
の
厳
し
い

競
争
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
大
学
と
の
差
別
化
を
明
確
に
打
ち

出
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
現
在
、
環
境

園
芸
学
部
を
こ
の
学
部
の
こ
れ
ま
で

の
実
績
と
南
九
州
の
自
然
と
風
土
を

活
か
し
た
、
他
の
農
学
系
の
大
学
に

は
な
い
特
色
あ
る
教
育
・
研
究
を
実

践
す
る
学
部
へ
と
改
編
し
て
い
く
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

現
在
の
大
学
を
取
り
巻
く
厳
し
い
社

会
情
勢
の
中
で
、
本
学
を
こ
れ
ま
で
以

上
に
評
価
さ
れ
る
大
学
に
し
て
い
く
た

め
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

題字　元文部大臣　瀬戸山三男氏
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同窓会通信

平成25年度同窓会総会報告
　６月29日(土)16：00よりアークホテル広島駅南におい
て役員15名、代議員６名の出席で平成25年度の総会が開
催されました。議長を加藤会長に選任し議案に則り議事
進行されました。
　最初に１号議案の平成24年度事業報告、同決算報告、
監査報告がなされ承認されました。続いて２号議案の平
成25年度事業計画の中で組織の強化で支部役職が支部長
１､副支部長２､幹事長１､幹事４(会計１､就職１､新入生
１、会員１)となりました。
　広報活動では新聞「尾鈴山」の発行とホームページの
充実をはかる事となりました。
　26年度総会が宮崎・高鍋で決定されました。
　大学、保護者会、在学生との交流推進し、在学生への支援活動が承認されました。
　予算計画も一部修正され承認されました。３号議案の会則改正で役員の任期の項目が一部修正されました。
その他の議題となり南九会(ＯＢ教員の全国組織340名)の報告がありました。
　会員名簿の８月発刊の最終報告があり、来年度総会を平成26年７月５日(土)に20年ぶりに宮崎県高鍋町で開催する事が
決まり本年度の総会は終了致しました。

総会の様子

合同同期会開催される
　29日(土)アークホテル広島駅南にて５期生の還暦同期会及び卒業30年
の54ＨＬＧＡ、卒業20年の64ＨＯＬＧＡＩＦ、卒業10年の11ＨＯＬＧＡ
ＩＦの同期会が開催されました。
　総会後の懇親会でもあり、長谷川理事長学長他学園大学関係者４名、
同窓会役員代議員21名、事務局１名、広島県内外70名、合わせて96名の
参加で盛大に催されました。理事長挨拶で大学の近況と高鍋キャンパス
の動向が話されました。
　東京・名古屋・滋賀に次ぐ久しぶりの地方開催総会・懇親会となり皆
さん学生時代の顔となっていました。閉めは安田事務局長の音頭で盛会
裏に終了致しました。２次会、３次会と広島の夜を堪能しました。 懇親会の様子

集合写真

日　時：平成26年７月５日(土)　18：00～20：00
場　所：ホテル四季亭
参加者：①同窓会役員・代議員
　　　　②還暦６期生：194名　　　47H／L
　　　　③宮崎県内在住者
　　　　④ 一般ＯＢ参加者：上記以外の卒業生

の皆様には案内は出しませんが、希
望者は参加可能です。当日参加名簿
を作成しますので、事務局まで早め
に申し込みください。

詳細はホームページをご覧ください。

学長挨拶

【平成26年度　同窓会総会のご案内】
平成26年度の総会を宮崎県高鍋町で開催致します。

日　時：平成26年度７月５日(土)
　　　　15：30より
場　所：ホテル四季亭
　　　　TEL：0983－23－0043　 FAX：0983－22－3381
　　　　〒884-0002 宮崎県児湯郡高鍋町大字北高鍋5224
その他： 総会は役員、代議員で行われ

ます。役員、代議員名簿は同窓
会ホームページをご参照くださ
い。尚、代議員は各県支部より
選出されています。空席の支部
もありますので、役員または事
務局へ推薦してください。

還暦６期生合同懇親会のご案内

たか鍋大使くん
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●場　所：都城キャンパス

●開催日：12月７日(土)・８日(日)

●場　所：宮崎キャンパス

●開催日：11月23日(土)・24日(日)

平成 24年度収支決算報告書
 自　平成 24 年 4 月 1 日
 至　平成 25 年 3 月 31 日
◎一般会計
収入の部
科　　　目 予　算　額 決算額 差　　異 摘　　　要

1．会費収入 4,400,000 4,500,000 △ 100,000
　 正会員 100,000 20,000 80,000
　 準会員 300,000 200,000 100,000
※新入生（H24・25） 4,000,000 4,280,000 △ 280,000
2．広告代・寄付 100,000 0 100,000
3．事業収入 10,000 1,760 8,240
　 名簿販売 10,000 1,760 8,240 送料のみ
4．雑収入 500 1,420 △ 920
　 預金利子 500 1,420 △ 920 宮崎銀行定期利子含む
　 返金 0 0 0
5．基金 0 0 0

合　計 4,510,500 4,503,180 7,320
前年度繰越金 2,850,596 2,850,596 0

総　計 7,361,096 7,353,776 7,320
※新入生のH24 は平成 24 年 4 月以降、H25 は平成 25 年 3 月までに入金されたもの　H25 新入生 315 名
支出の部
科　　　目 予　算　額 決算額 差　　異 摘　　　要

1．管理費 3,320,000 2,734,605 585,395
　 印刷費 500,000 144,900 355,100 同窓会通信「尾鈴山」
　 人件費 1,000,000 673,010 326,990 事務員・役員・アルバイト
　 会議費 250,000 295,228 △ 45,228 総会費・懇親会補助
　 交際費 50,000 136,000 △ 86,000 生花代・創立 50 周年酒樽代
　 需用費 1,520,000 1,485,467 34,533
　　 旅費交通費 700,000 814,840 △ 114,840 役員代議員交通費
　　 備品費 100,000 100,000 0 デスクトップパソコン
　　 消耗品費 70,000 123,579 △ 53,579 事務用品・トナー・HDD
　　 通信費 600,000 418,978 181,022 ハガキ・切手・電話通話代
　　 慶弔費 30,000 0 30,000
　　 手数料 20,000 28,070 △ 8,070 会費払込み手数料
2．事業費 550,000 300,000 250,000
　 卒業記念品 250,000 0 250,000 同窓会会員名簿贈呈に変更
　 大学祭等支援金 200,000 200,000 0 2 キャンパス× 10 万円
　 同期会補助金 100,000 100,000 0 総会と同時開催
3．ブロック組織支援金 800,000 100,000 700,000 東海ブロック
4．寄贈費 200,000 0 200,000
5．基金 1,000,000 1,000,000 0 宮崎銀行定期
6．返金 0 0 0
7．予備費 1,491,096 0 1,491,096

合　計 7,361,096 4,134,605 3,226,491
7,353,776 -4,134,605 = 3,219,171　（次期繰越金）

現預金内訳 平成 25 年 3 月 31 日現在
内　　訳 金　　額 備　　考

郵便局 会費振込残高 3,111,150 
普通預金 都城一万城郵便局 34,923 
普通預金 宮崎銀行 4,667 
現金 68,431 

合　計 3,219,171 

平成 25年度収支予算計画書
 自　平成 25 年 4 月 1 日
 至　平成 26 年 3 月 31 日
◎一般会計
収入の部
科　　　目 予　算　額 前年度決算額 差　　異 摘　　　要

1．会費収入 4,400,000 4,500,000 △ 100,000
　 正会員 100,000 20,000 80,000
　 準会員 300,000 200,000 100,000
※新入生（H24・25） 4,000,000 4,280,000 △ 280,000
2．広告代・寄付 100,000 0 100,000
3．事業収入 10,000 1,760 8,240
　 名簿販売 10,000 1,760 8,240 送料のみ
4．雑収入 500 1,420 △ 920
　 預金利子 500 1,420 △ 920
　 返金 0 0 0
5．基金 0 0 0

合　計 4,510,500 4,503,180 7,320
前年度繰越金 3,219,171 2,850,596 368,575

総　計 7,729,671 7,353,776 375,895

支出の部
科　　　目 予　算　額 前年度決算額 差　　異 摘　　　要

1．管理費 3,320,000 2,734,605 585,395
　 印刷費 500,000 144,900 355,100 同窓会通信「尾鈴山」
　 人件費 1,000,000 673,010 326,990 事務員・役員・アルバイト
　 会議費 250,000 295,228 △ 45,228 総会費・懇親会補助
　 交際費 50,000 136,000 △ 86,000 生花代
　 需用費 1,520,000 1,485,467 34,533
　　 旅費交通費 700,000 814,840 △ 114,840 役員代議員交通費
　　 備品費 100,000 100,000 0
　　 消耗品費 70,000 123,579 △ 53,579 事務用品
　　 通信費 600,000 418,978 181,022 ハガキ・切手・電話通話代
　　 慶弔費 30,000 0 30,000
　　 手数料 20,000 28,070 △ 8,070 会費払込み手数料
2．事業費 550,000 300,000 250,000
　 卒業記念品 250,000 0 250,000 同窓会会員名簿
　 大学祭等支援金 200,000 200,000 0 2 キャンパス× 10 万円
　 同期会補助金 100,000 100,000 0 総会と同時開催
3．支援金 800,000 100,000 700,000
　 ブロック 400,000 100,000 300,000
　 支部 200,000 0 200,000
　 少人数 200,000 0 200,000
4．寄贈費 200,000 0 200,000
5．基金 1,000,000 1,000,000 0
6．返金 0 0 0
7．予備費 1,859,671 0 1,859,671

合　計 7,729,671 4,134,605 3,595,066
基金

平成 23 年度残高 平成 24 年度残高 差　　異
都城一万城郵便局 9,527,442 9,533,010 5,568 
宮崎銀行 1,500,000 2,500,000 1,000,000 

合　計 11,027,442 12,033,010 1,005,568 

会　計　報　告

ひばり祭のご案内きりしま祭のご案内
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同窓会通信

　昨年末より、同窓会のホームページが更新
されました。
　同窓会活動の状況や事務局の情報、卒業生
の活躍など、タイムリーな更新に努めてまい
りますので閲覧いただき、ご意見をお聞かせ
ください。
　同窓会ＨＰに同窓生の活動がリンクできるように整備中で
す。環境造園分野では衰弱樹木の樹勢回復、環境園芸分野で
は特殊肥料による作物の品質、収量アップなど、長年の研究
成果が記載されています。

　高鍋町も少子高齢化、人口減少で商店街もシャッター商店街と
なっていますが、皆さんが学生時代にお世話になった宮崎銀行高鍋
支店も昨年、改装されました。高鍋に来られる機会がありましたら
是非寄ってみてください。
　本年度は広島市での総会、会員名簿作成と事務局としてはあわた
だしい年となりました。
　本来ならこの同窓会通信ももう少しページ数を増やす予定でした
が、予算の関係や名簿作成、ホームページ更新と重なり見開き４
ページの縮小版となりました。
　ホームページ同様ご意見や要望をお聞かせください。

編　集　後　記

南九州学園入学金全額免除制度のご案内
　次のいずれかに該当する者は、入学金の全額250,000円を免除します。該当者は手続時に申請してください。
⑴ 本学または南九州短期大学のいずれかに入学したことのある者
⑵ 本人の２親等以内の親族が、本学または南九州短期大学のいずれかに入学したことのある者
⑶ 入学予定年度に複数の兄弟姉妹が同時に本学または南九州短期大学のいずれかに入学するときは、これらの者のうち後
順位の者

　恒例の蚊口寮の同窓会が平成25年９月７日(土)シェラトン・グランデ・オーシャンリゾートで開催されました。台風や
大雨の関係で急遽キャンセルが出ましたが、遠くは岐阜や大阪から15名が参加しました。
　岡本先生や小西先生をはじめ１回生から３回生の同じ釜の飯を食った面々が集い、昔懐かしい話に華を咲かせました。
　次回は27年に大分県で開催します。蚊口寮以外の方の参加も歓迎します。

蚊口寮同窓会の開催蚊口寮同窓会の開催

ホームページの活用についてホームページの活用について

卒業生の皆様に朗報！！！卒業生の皆様に朗報！！！


